
 

 

 

ＮＨＫ山口支局長の藤浪さんと、周東

町別所畑集落協定の代表者篠田省三（し

のだしょうぞう）さん（６９歳）、役員

の行田博次（ゆきたひろつぐ）さん（６

９歳）をたずねました。 

（左から役員の行田さん、NHK の藤浪さ

ん、代表の篠田さん、別所畑集落の全景） 

●第２期対策の始まりですが、どのよう

な印象ですか。 

農村の厳しい状況の中、平成１２年度

に制度導入があり、取り組んできました。 

今回の制度は、条件が厳しいとの説明

でしたが、その条件は、私たちが前から

取り組まないといけないと考えていた内

容でした。常々個人では駄目だと言うこ

とはわかっていたのですが、何せ田舎で

すから、個人プレーが強くて、なかなか

難しいものもあります。 

●通常単価の目標は、 

  別所畑には、やまぐち型担い手組織に

認定された営農組合があります。協定で

は、営農組合が協定農用地の２０％以上

において基幹的３作業を行うことを目標

にしています。 

●ほ場整備で担い手も育成するようです

ね。 

平成４年からほ場整備事業を行い、事

業の要件もありますから数人の集積者も
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〈宇部市棯小野集落協定〉 
● 面積  田/急傾斜 22.1ha 

● 参加者    29 人 
● 交付金  460 万円 

〈周東町 別所畑集落協定〉 

●面積 田/急傾斜 35.2ha 

田/緩傾斜 13.9ha 
●参加者 76 人 １営農組合 
●交付金 840 万円 



 

育ってきています。しかし彼らだけで地

域を守ることは難しいと思っています。 

（営農組合の共同利用機械、倉庫） 

●営農組合にも期待がされますね。 

地区の人口も５年後には減っていくと

考えられます。その際、やはり営農組合

で考えていく必要があります。現在、担

い手に利用増進契約を結んでくれている

田が１０ｈａあります。集落全体の作付

面積４０ｈａのうち、１０ｈａは担い手

で植え付けがされている訳です。彼らは、

地域外とも利用契約がありますから、や

はり限界があります。当地域では、少な

い担い手だけで将来的にも管理可能であ

ると考えるのは問題で、やはり、小さな

労力を出してもらえる人の集まりが重要

です。定年で取り組んでくれる人にも協

力をしてもらうのが重要ですね。稲作で

１０ｈａを１農家で担えるのかを考えた

時、平坦な広い地域と当地域は違う訳で

すから、なかなか難しいのですよ。 

やはり、１０ａ、２０ａの農家の人に

も、その人に労力があるのであれば、提

供してもらうようにしなければだめです。  

そのような意味で、営農組合による農

作業受託体制も整備したいと考えました。 

●目標達成のためには、協定参加者みん

なの協力が必要ですね。 

この集落では、役員を中心に県営ほ場

整備事業で、集落全体の農地の権利を動

かして成功させてきたベースがあります。

役員には、まとめていく自信があります。 

マスタープランに定めた内容もいろい

ろあります。環境整備をはじめ、月に１

回の定例会を行っていき、また、私とし

てはそれぞれの専門部会を設置していっ

ていきたい。ひとり１世話をお願いして

いきたいのです。組合長１人がやってい

ればみんなできているというようなこと

をやっていたのでは、結局みんなはつい

てきませんから。それぞれが世話をする

ことを考えています。 

●協定参加者の意識はどうですか。 

５年間で、意識がずいぶん変化してき

たと思います。それは、共同の取り組み

をすることは大切ですね。みんなでの話

し合いが進んできたのもそのおかげです。 

●役員の行田さんは、定年で東京からＵ

ターンされたそうですが、この制度につ

いての感想は。 

やはりこの制度があるので、執行部は

月に数回、話し合いをします。 

食料の安全保障を考えたとき、食料は

日本で支えていくことが大切でしょう。

農業は、多少の犠牲になっても大切な産

業ではないかと思う、またこの制度は、

将来ともに地域を守っていくための歯止

めとなる制度と感じています。 

♪♪♪♪取材を終えて（藤浪）♪♪♪♪ 

制度の効能としてもこの５年が非常に

大切な時期と感じています。地域の多く

の方に活動に参加してもらうことが重要

ですね。 



 

代表者の強い統率力と気概で何としてで

も自らの農地を守ろうという意志が伝わっ

てきました。一方で、従事者の高年齢化と

且つ後継者不在という先行き不安の払拭の

具体的な対応策をいち早く講じる必要性を

感じました。 

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪ 

山口市消費生活研究会会長吉冨崇子さ

んと、宇部市上棯小野集落協定の山田一

夫（やまだかずお）さん（６４歳）をた

ずねました。 

（左から、宇部市役所の宮島さんと冨田

さん、吉冨さん、代表の山田さん、上棯

小野集落の全景） 

●第２期対策では、協定参加者が増えた

そうですね。 

第一期では参加者１１人だったのです

が、第２期では２９人に増加しました。 

●どのような方が増えたのですか。 

この地域では、ほ場整備を行っている

のですが、第一期は、北側の地区だけで

制度実施の話し合いがまとまって協定を

行いました。 

第２期対策が始まったということで、

再度傾斜農地を耕作する関係者が話し合

いました。その結果、地区全体で協定を

結ぶことになりました。ほ場整備を行って

いる範囲これは３９人ですが、制度に該当

する場所の全員２９人が参加することにな

りました。 
●制度の良さが理解されたのですか。 

もちろん補助は参加の呼び水となって

いますが、みんながまじめに取り組んでき

たことが、第二期対策への継続と参加者の

増加になっていると思います。 
前の時は、年齢や勤めの関係で、５年

間の期間に不安を持つ方は参加への躊躇

があったようです。５年間で、制度の良

さが認識されたのではないかと思いま

す。 

●通常単価の目標は、 

協定では、担い手への土地集積を行う

ことにしています。ほ場整備では３名の

担い手への集積が要件にもなっています

が、交付金の対象となっている地区にお

いてもやはり担い手を育成する視点は必

要と考えています。地区では、この３名

に加えて合計４名の担い手への農地集積

を考えています。 

●ここには、営農組合もあるそうですが。 

  営農組合は、ほ場整備を契機に設立し

ました。トラクターと大豆の種子を作っ

ていることから大豆の選粒機を所有して

います。私は、営農組合の組合長でもあ

るのですが、協定と組合とは一緒になっ

て地区の農業の仕組みを良くしていける

と考えています。 
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（鳥獣害対策のための柵） 

●交付金の使途は。 

１／２を共同取組活動に使います。第

二期では、全地域の鳥獣対策、それから

農道の舗装も計画しています。将来は、

作業場や加工所の整備なども考えていま

す。特に、鳥獣害は当地区では深刻です

から、是非やっていく必要があります。

担い手に農地を集積しても、担い手の経

営が成り立たなくては意味がありませ

ん。鳥獣対策のためには補助事業も活用

するのですが、地元負担をどうするのか

といった問題もあります。交付金を活用

することができたので合意形成もスムー

ズでした。交付金を全体のために使った

ことが良かったと思います。鳥獣柵の設

置のための立木伐採にも交付金を当てる

予定です。 

●集落の将来像は 

今は、女性部を中心に、タマネギの苗、

キュウリ、ソバ等の栽培に取り組んでいま

す。キュウリの一部は、宇部の農産物加

工品の「輿割漬け」（こしわりづけ）の

材料にもなっていますが、都市に遠くな

い立地を活かして地産地消をもっとやっ

ていけばいいなと思っています。ＪＡの

朝市なんかにもっと農産物を出していっ

たらいいなと話しています。 

♪♪♪♪取材を終えて（吉冨）♪♪♪♪ 

♪♪営農の条件整備が進んでいます♪♪ 

山口県では、農山漁村の女性起業家グ

ループブランドができていますが、そう

いう意味でも女性ががんばって取り組ん

でほしいと感じました。 

中山間地域等直接支払制度の第一期の

取組の報告と第２期に当たり５年間の展

望についてお話しを伺いました。私は食

料を生産する農業の大切さを、折りに触

れて感じていても、生産現場の取組につ

いてはほとんど知りません。お話しの中

から農業を維持する、ご苦労、ご努力、

そして喜びを、私は知ることができまし

た。今後は、生産者の方々と交流を深め

ながら、食の大切さ、農業の大切さを肌

に感じ、消費者として何ができるかを考

え、伝えていきたいと思います。 

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪ 

 

 

～♪藤浪さん、吉冨さん、お忙しい中の

取材、ありがとうございました。 

 

 

 
～～～編集後記～～～ 
 

 中山間地域等直接支払制度は、農業生産

活動を通じて中山間地域の多面的機能を

維持増進していく制度です。 
  今回は、周東町と宇部市での事例を紹

介しました。 
  協定代表、役員の方の真剣な取り組み

が印象に残りました。            
井上 

 


